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る
11
月
13
日
、
第
７

回
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、
正
副
議
長
を

は
じ
め
、
各
委
員
会

の
構
成
、
各
役
職
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
市
長

及
び
議
員
か
ら
提
出

の
あ
っ
た
13
議
案
の

審
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

11月臨時会

11
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長

に
ご
推
挙
い
た
だ
き
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

牧
之
原
市
に
は
、
病
院
問
題
を
は

じ
め
と
し
て
、
難
問
が
山
積
み
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
議
会
の
責

務
も
一
層
重
く
、
皆
様
の
議
会
に
寄

せ
る
期
待
に
も
大
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
る
に
は
、

議
員
個
人
個
人
が
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、
十
分
な
調
査
、
研
究
、
思
考

に
基
づ
い
た
議
論
を
、
開
か
れ
た
議

会
の
中
で
闊
達
に
行
い
、
９
月
議
会

で
制
定
さ
れ
た
牧
之
原
市
議
会
基
本

条
例
の
精
神
を
具
現
化
し
、
こ
の
条

例
を
真
に
血
の
通
っ
た
も
の
に
す
る

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
こ
の
よ
う
な
議
会
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
議
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
与
え

ら
れ
た
職
務
を
誠
心
誠
意
全
う
し
、

牧
之
原
市
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。

本
議
会
は
、
市
民
の
福
祉
実
現
の

責
務
を
負
う
と
と
も
に
、
議
会
自
ら

が
創
意
・
工
夫
し
、
市
民
と
協
調
し

つ
つ
「
幸
福
実
現
都
市
・
牧
之
原
」

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

い
ま
牧
之
原
市
は
、
榛
原
病
院
の

財
政
支
援
と
経
済
不
況
に
よ
る
市
税

の
減
少
・
不
足
に
よ
り
財
政
が
逼
迫

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
私
達
議
員

と
執
行
部
、
市
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
行
政
の
評
価
・
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
十
分
果
た
し
つ
つ
、
政
策

立
案
、
提
言
な
ど
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
市
民
が
参
画
し
や
す
い
、

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

議長 田
た

村
むら

兼
かね

夫
お

２期目

副議長 名
な

波
なみ

富
とみ

幸
ゆき

２期目
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市議会
議員の紹介
＊番号は、議席番号です

１番 良
ら

知
ち

義
よし

廣
ひろ

１期目

６番 中
なか

山
やま

　 香
かおる

２期目

11番 小
こ

杉
すぎ

康
やす

男
お

２期目

２番 増
ます

田
だ

伸
しん

三
ぞう

１期目

７番 太
おお

田
た

佳
よし

晴
はる

２期目

12番 鈴
すず

木
き

正
まさ

樹
き

２期目

３番 赤
あか

堀
ほり

勳
いさお

１期目

８番 鷺
さぎ

坂
さか

隆
たか

夫
お

２期目

13番 粂
くめ

田
た

幸
こう

一
いち

２期目

４番 澤
さわ

田
だ

隆
たか

弘
ひろ

１期目

９番 本
もと

杉
すぎ

光
みつ

雄
お

２期目

14番 大
おお

石
いし

和
かず

央
お

２期目

５番 鈴
すず

木
き

千
ち

津
づ

子
こ

２期目

10番 中
なか

野
の

康
やす

子
こ

２期目

15番 川
かわ

島
しま

啓
けい

司
じ

２期目
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○常任委員会

○特別委員会

○議会運営委員会

総務建設委員会 文教厚生委員会

委　員　長 小 杉 康 男 中 野 康 子

副委員長 本 杉 光 雄 鈴 木 正 樹

委　　員 川 島 啓 司 名 波 富 幸

委　　員 粂 田 幸 一 大 石 和 央

委　　員 太 田 佳 晴 鷺 坂 隆 夫

委　　員 鈴 木 千 津 子 中 山 　 香

委　　員 赤 堀 　 勳 澤 田 隆 弘

委　　員 良 知 義 廣 増 田 伸 三

原子力対策特別委員会 議会広報特別委員会

委　員　長 川 島 啓 司 大 石 和 央

副委員長 鈴 木 千 津 子 良 知 義 廣

委　　員 田 村 兼 夫 粂 田 幸 一

委　　員 小 杉 康 男 澤 田 隆 弘

委　　員 中 野 康 子 赤 堀 　 勳

委　　員 鷺 坂 隆 夫 増 田 伸 三

委　　員 澤 田 隆 弘

委　員　長 鈴 木 正 樹 委　　員 中 野 康 子

副委員長 小 杉 康 男 委　　員 本 杉 光 雄

委　　員 名 波 富 幸 委　　員 太 田 佳 晴 

総務建設：総務部、政策協働部、市民生活部、出納室、監査委員、産業経済部、建設部の所管に関する事項
文教厚生：教育委員会、健康増進部、福祉こども部の所管に関する事項

原子力対策：原子力発電の環境安全対策と諸問題に関する事項
広　報　　：議会だより作成及び市議会ホームページに関する事項

議会運営：議会運営、議長の諮問に関する事項について
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　市政の動向を知るには、議会を傍聴すること
が一番です。議員の発言や活動を直接ご覧に
なってみてはいかがでしょうか。
　傍聴は、事前予約などいりません。どなたで
も傍聴できますので、ぜひお越し下さい。
　議会だよりの ｢市民の声｣
コーナーにて、皆さんの議会傍
聴後のご感想・ご意見を掲載し
ております。

　市政に対する意見や要望を、請願・
陳情の方法で市議会へ提出できます。
　請願書は、議員1人以上の紹介に
より、議会（定例会）開催日の10日
くらい前までに議長に提出して下さ
い。
　陳情書は、紹介議員の必要はあり
ません。

○監査委員

川 島 啓 司

○一部事務組合議会議員

榛原総合病院組合
田 村 兼 夫 名 波 富 幸 大 石 和 央 粂 田 幸 一 鈴 木 正 樹

本 杉 光 雄 増 田 伸 三

吉田町牧之原市
広域施設組合

田 村 兼 夫 名 波 富 幸 粂 田 幸 一 中 野 康 子 本 杉 光 雄

中 山　 香 良 知 義 廣

牧之原市菊川市
学校組合

大 石 和 央 中 野 康 子 太 田 佳 晴 中 山　 香 澤 田 隆 弘

赤 堀　 勳

相寿園管理組合 鷺 坂 隆 夫 澤 田 隆 弘 増 田 伸 三

牧之原市御前崎市
広域施設組合

田 村 兼 夫 川 島 啓 司 鈴 木 正 樹 小 杉 康 男 鷺 坂 隆 夫

中 山　 香 鈴木千津子

御前崎市牧之原市
学校組合 川 島 啓 司 小 杉 康 男 鷺 坂 隆 夫 鈴木千津子

大井上水道企業団 中 野 康 子 太 田 佳 晴 良 知 義 廣

東遠広域施設組合 本 杉 光 雄 中 山　 香

駿遠学園管理組合 大 石 和 央 赤 堀　 勳

東遠工業用
水道企業団 田 村 兼 夫 名 波 富 幸

請願・陳情
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11月臨時議会審議結果
議　　案　　名 議決結果

専決処分（牧之原市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する
条例）〔市長〕 全員可決

牧之原市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例〔副市
長〕 全員可決

牧之原市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 全員可決

牧之原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　賛成：良知、増田、赤堀、澤田、鈴木千、太田、中野、鈴木正、名波賛成
　反対：中山、鷺坂、本杉、小杉、粂田、大石、川島反対

多数可決

監査委員の選任について（増田 時男） 全員可決

監査委員の選任について（川島 啓司） 全員可決

教育委員会委員の任命について（鈴木 干城） 全員可決

教育委員会委員の任命について（八木 儀一）
　賛成：良知、増田、赤堀、澤田、鈴木千、鷺坂、本杉、中野、鈴木正、粂田、大石、名波賛成
　反対：中山、太田、小杉、川島反対

多数可決

副市長の選任について（田久　明）
　賛成：良知、増田、赤堀、澤田、鈴木千、鷺坂、本杉、粂田、大石、名波賛成
　反対：中山、太田、中野、小杉、鈴木正、川島反対

多数可決

▼
議
案
に
対
す
る
討
論

《
反
対
討
論
》

●
質
疑
に
対
す
る
市
長
の
答
弁
を
聞

い
て
も
、
職
員
へ
し
っ
か
り
と
し

た
説
明
が
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。

職
員
全
体
へ
行
き
渡
っ
た
意
思
決

定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
中
、
上
程

す
べ
き
で
な
い
。
し
っ
か
り
と
し

た
手
続
き
を
や
っ
た
後
に
、
再
度

臨
時
議
会
を
開
く
な
ど
し
て
上
程

す
べ
き
で
あ
る
。

（
粂
田
）

《
賛
成
討
論
》

●
職
員
の
給
与
を
減
額
す
る
こ
と
は

辛
い
事
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
職

員
給
与
の
カ
ッ
ト
を
や
ら
な
い
と

来
年
度
の
予
算
が
組
め
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
り
、
第
２
の
夕
張
市

と
な
ら
な
い
た
め
に
も
職
員
給
与

の
一
部
カ
ッ
ト
に
賛
成
と
す
る
。

（
名
波
）

○
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

牧
之
原

職
員

給

○
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

○
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

○
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

【議員発議】
　　「牧之原市議会委員会条例の一部を改正する条例」

が提出され、全員賛成で可決した。
　　「原子力対策特別委員会の設置について」

が提出され、全員賛成で可決した。
　　「議会広報特別委員会の設置について」

が提出され、全員賛成で可決した。
　　「牧之原市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例の

一部を改正する条例」が提出され、全員賛成で可決した。
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21
年
９
月
定
例
会

で
は
、
平
成
20
年
度

一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
及
び
水
道
事
業

の
決
算
認
定
を
は
じ

め
、
平
成
21
年
度
一

般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
の
補
正
予
算
、

人
事
案
件
、
条
例
の

一
部
改
正
案
な
ど
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、

連
合
審
査
会
、
ま
た

各
常
任
委
員
会
で
の
慎
重
な
審
査
を

経
て
、
原
案
ど
お
り
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
16
、
17
日
の

２
日
間
行
な
わ
れ
、
11
人
が
当
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
見
解
を
た
だ
し
ま

し
た
。 ９月定例会

「榛原総合病院の再建に関する決議」が、
全員賛成で可決された

９月定例会審議結果
議　　案　　名 議決結果

平成20年度牧之原市一般会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 多数認定
平成20年度牧之原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全員認定
平成20年度牧之原市水道事業会計決算の認定について 全員認定
平成21年度牧之原市一般会計補正予算 全員可決
平成21年度牧之原市国民健康保険特別会計補正予算 全員可決
平成21年度牧之原市老人保健特別会計補正予算 全員可決
平成21年度牧之原市後期高齢者医療特別会計補正予算 全員可決
平成21年度牧之原市介護保険特別会計補正予算 全員可決
平成21年度牧之原市農業集落排水事業特別会計補正予算 全員可決
牧之原市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 全員可決
牧之原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 全員可決
牧之原市国民健康保険条例の一部を改正する条例 全員可決
牧之原市水道事業給水条例の一部を改正する条例 全員可決
字の区域の変更について 全員可決

【人事案件】
　　人権擁護委員の候補者に、良知佳宏氏（坂部）・森田俊廣氏（静波）を推薦することに同意した。

【議員発議】
　　「榛原総合病院の再建に関する決議」が提出され、全員賛成で可決した。
　　「牧之原市議会基本条例」が提出され、賛成多数で可決した。（賛成19・反対１）
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議会基本条例を制定
平成20年度一般会計決算額

歳入 211億4,335万円

歳出 203億 960万円

平成21年度一般会計補正予算

補正額 10億1,348万円を追加

主な事業（補正理由）

◆榛原総合病院組合への特別支援
・特別負担金の追加支援

◆子育て応援特別手当て
・市内の小学校就学前3年間の子ど
も約1,260人に対し、1人当り3万
6,000円を支給する

◆災害復旧事業の増額
・８月11日発生の地震により被災し
た施設などの復旧事業費

平
成
21
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
発
議
に
よ
る
「
牧
之
原

市
議
会
基
本
条
例
」
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
10
月
30
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
昨
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
議
会
活
性
化

な
ど
を
踏
ま
え
て
、市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
な
ど
を
行
い
、
条
例
案
を

検
討
し
、
制
定
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
は
、
議
会
報
告
会
の
開
催
・
反
問
権
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
運
営
と
議
員
が
担
う
役

割
を
果
た
す
よ
う
、
市
議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
定
め

た
も
の
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
公
開

◆
牧
之
原
市
議
会
基
本
条
例
条
文

◆
市
民
と
の
意
見
交
換
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

◆
牧
之
原
市
議
会
基
本
条
例
（
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
、
市
議
会
の
考
え
方

一般質問
９月定例会では、11人が一般質問に立ちました。
主な質問、答弁を要約してお知らせします。
定例会等の会議録は、市ホームページでご覧いただけます。

問　　　　い 答　　　　え

中野　康子　議員
駿河湾沖地震への対応状況と東海
地震に対する教訓はなにか。いかな
る対策をさらに進めるべきか

ブルーシートや土のうを配布、または
被災者のお宅を訪問し、不安解消に努
めた。今回の地震の検証結果を踏ま
え、行政と自主防が一体となった実践
的な訓練に取り組んでいく。

鈴木　勇次　議員

当初予算の否決で浮き彫りになっ
た、旧両町の均衡意識への認識は

予算配分に配慮をすべきで、説明不
足もあったと反省している。

遅きに失したが、三
み た び

度市民憲章の制
定を提案する

21年度中に、盛り込む内容と条文案
をまとめた上で、制定に向けて取り
組んでいく。

鈴木千津子　議員 今後の漁業振興をどのように考え
ていくのか

漁業者や漁業協同組合、あるいは県
と十分な連携をとりながら、沿岸部
の安定的な水産資源の確保を漁場環
境の保全に向け、榛南地域の漁業振
興策を積極的に支援していきたい。
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問　　　　い 答　　　　え

鷺坂　隆夫　議員

情報の格差是正について
難聴地域の解消を図る方法を引き続
き検討するとともに、防災ラジオの
普及等にも努めていく。

プルサーマルの交付金の配分につ
いて

４市長で協議を行い、立地市が周辺
市への配慮を検討する事となった。

榑林　憲樹　議員

市道「壱丁田北線・大倉一丁田線」
の新設は、スズキ㈱増設関連の渋滞
緩和として立案されたと聞くが、実
態はどうなのか

２路線（延長約2.3㎞）全体の完成は、
最短でも8年が必要と想定される。計
画的に、費用対効果が上がるような
整備を進める必要があり、少しでも
早い完成を目指す。

鈴木　正樹　議員 合併後１期４年の教育長としての
成果と反省を問う

まだまだ課題は多く残されているが、
学校関係の耐震化が全て完了する目
途が立ち、安全を確保できた点など、
幾つかの成果を上げることができた。

田村　兼夫　議員 新型インフルエンザ対策を問う

新型インフルエンザ行動計画を策定
し、市民に感染予防の注意喚起をし
ている。また、学校だけでなく、Ｐ
ＴＡ組織等を通じて保護者へ啓発し、
感染拡大防止に努めていく。

大石　和央　議員

行政改革と行政サービスについて 行政運営の仕組みづくりなど、その
土台は、着実に整ってきている。

原発震災の対策について
住民への的確な情報・広報活動を行
い、市民の不安を少しでもなくすよ
う努めていく。

粂田　幸一　議員

職員の健康を害している原因はな
にか

行政改革による職員の削減などによ
り、心身の疲労やストレスを抱えて
いる職員が多くなっている。

榛原病院問題について 存続させることが、管理者としての
責任だと思っている。

大鐘　俊英　議員 市の指定文化財保護対策について

現在、文化財保護審議会が文化財を
再調査しており、必要な指定文化財
の見直しを行なった後、解説書や文
化財マップの発行、文化財巡回見学
会などに向けて取り組んでいく。

松浦　　毅　議員

航空機騒音変化に対する隣接補助
事業の予備費対応について

県に騒音測定をしっかり実施しても
らい、結果に基づいた適切な対応を
お願いしていく。

牧之原市への空港における税収額
の予測額は

税　収　　約１億2,000万円
交付金　　約4,000万円



２月定例会の日程

２月26日㈮
３月５日㈮

10日㈬・11日㈭
12日㈮
26日㈮

提案説明
本会議
一般質問
一般質問予備日
最終日

相良庁舎４階議場　９：００～

   　詳しいことは　議会事務局
　　　  電話　53-2650へ

　

広 

報 

委 

員 

長

　
　
　
あ 

い 

さ 

つ 

施
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
市
議
会
基
本
条
例

は
、
多
く
の
市
民
が
議
会
と
市
政
に
関
心
を

持
つ
よ
う
議
会
広
報
活
動
に
努
め
る
こ
と
と

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
議
員
の
活
動
に
対
し

て
、
市
民
の
評
価
が
的
確
に
な
さ
れ
る
よ
う

情
報
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
も
求
め
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
に
ま
ず
私
た
ち
委
員
６
名
が
、ど

こ
ま
で
応
え
る
事
が
で
き
る
の
か
自
信
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
精
一
杯
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
委
員
全
員
が
初
め
て
担
当

す
る
こ
と
と
な
り
、
勉
強
か
ら
始
め
る
こ
と

に
し
ま
す
。

先
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
冒
頭
の
条
例
で
は
、
情

報
技
術
の
発
達
を
踏
ま
え
た
多
様
な
広
報
手

段
の
活
用
も
謳
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
議

会
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
す
る
整

備
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
石

和
央

牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
〒421-0592　牧之原市相良275番地　電話0548（53）2650　FAX 0548（52）1116
牧之原市ホームページ　http://www.city.makinohara.shizuoka.jp　市議会メールアドレス　gikai@city.makinohara.shizuoka.jp

「まきのはら市議会だより」は再生紙を使用しています。
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粂
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伸
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広報特別委員会メンバー

17名の新
体制で臨時

議会に臨む

新人議員４名で議員研修会を開催


